
 平成 30 年 8 月 12 日（日） 

  四季の森公園 自然観察会「真夏に見られる動植物」  

猛暑の中、どんな動植物が見られるでしょうか？ 

NPO法人四季の森里山研究会 担当：上野、角田、青木、川窪 

 

立秋・初候（8/7～12 の頃）：「涼風至る」（涼しい風が立ち始める） 

誕生日の花：オニユリ（ユリ科）、 花言葉：荘厳 

 

今年は梅雨明けが早く、しばらく猛暑が続きました。暦の上では立秋ですが、まだ暑い日が続き

ます。公園では様々な植物が花を咲かせ、アブラゼミが大声で鳴いています。夏は、植物や虫たち

にとって成長し子孫を残すために大切な季節です。今日は、動植物のどんな姿が見られるでしょう。 

 

・セミの幼虫は土の中にどのくらいいるか 

セミのメスは、夏のうちに枯れ木などに産卵し、翌年の初夏に孵化。幼虫は地上に降り土を掘

って潜り、長い時間木の根に取りついて汁を吸います。土の中で過ごす時間は、クマゼミ：4〜5

年、アブラゼミ：3〜4 年、ツクツクボウシ：1〜2 年とか。棲む環境によっても変わるようです。 

 

今日(8/12) 

 はこんな日 

出典：神戸市ウェブサイト
（http://www.city.kobe.lg.jp/life/recycle/biodiversity/kisetunoikimonosagasi 

_semi.html）より 

  

★ 次回は 9 月 9 日（日）。テーマは『里山の秋の草花を楽しむ』です。是非ご参加ください。 

・セミの抜け殻で種類を見分けよう 

・今日公園で見られそうな動植物 

＜植物＞ 

ミズタマソウ、ミソハギ、ヘクソカズラ、 

ヤマハギ、ヌスビトハギ、フジカンゾウ、 

ユウガギク、タイアザミ、クズ など 

 

＜昆虫＞ 

アブラゼミ、ミンミンゼミ、コフキゾウムシ、 

キバラヘリカメムシ、アカスジキンカメムシ、 

エサキモンキツノカメムシ、アオバハゴロモ、 

アミガサハゴロモ、ベッコウハゴロモ、 

トホシテントウ、コシアキトンボ など 

 

＜その他の見どころ＞ 

何と樹々にはもう冬芽が準備されています。 

コナラ、ヤマグワ、コブシ、キブシ など 

 

 

・公園のカメ 

カメは海・陸地・淡水に棲むものなど様々

な生態が見られ、潜頚亜目（首を上下に S

字にしてしまう）、曲頚亜目（首を横に曲げ

て甲羅にしまう）に分けられます。公園では

今ミシシッピアカミミガメ（潜頚亜目、リク

ガメ上科、ヌマガメ科）が目立ちます。 


